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団
塊
の
世
代
の
人
々
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
２
０

２
５
年
ま
で
、
す
で
に
10
年
を
き
っ
た
。
外
来
で
高

齢
者
が
非
高
齢
者
の
医
療
費
の
３
・
８
倍
、
入
院
で

は
７
・
２
倍
、
外
来
と
入
院
の
全
体
で
は
４
・
７
倍

と
い
う
驚
く
べ
き
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
要
介
護
者
の
主
な
原
因
は
脳
血
管
障

害
、
肺
炎
後
の
廃
用
症
候
群
、
認
知
症
で
あ
り
、
死

因
別
で
か
つ
て
１
位
を
占
め
た
脳
血
管
障
害
は
有
効

な
降
圧
剤
の
開
発
等
に
よ
り
３
位
と
な
り
、
さ
ら
に

肺
炎
と
入
れ
替
わ
っ
て
４
位
と
な
っ
た
が
、
脳
血
管

障
害
は
片
麻
痺
や
高
次
脳
機
能
障
害
等
の
後
遺
症
を

合
併
す
る
こ
と
が
多
く
、
要
介
護
の
大
き
な
一
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
肺
炎
の
中
で
30
％
を
占
め
る
医
療
・
介
護

関
連
肺
炎
は
、
今
後
益
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

肺
炎
に
よ
る
死
亡
数
が
２
位
を
占
め
る
勢
い
だ
。

　

７
０
０
万
人
ま
で
増
加
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る

認
知
症
患
者
の
増
加
を
日
常
診
療
の
中
で
実
感
す
る

場
面
を
多
く
の
先
生
方
が
経
験
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が
発
症
す
る
20
年
以

上
前
か
ら
増
加
す
る
β-

ア
ミ
ロ
イ
ド
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
発
症
前
よ
り
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬

を
投
与
す
る
予
防
治
療
の
方
が
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
欠

乏
後
に
投
与
す
る
現
治
療
法
よ
り
理
に
か
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
根
本
的
治
療
が
ま
だ
開
発
さ
れ

て
い
な
い
現
段
階
で
は
、
投
与
対
象
を
効
果
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
群
に
絞
り
、
投
与
時
期
を
前
倒
し
す
る

こ
と
で
よ
り
効
率
の
い
い
治
療
が
可
能
と
な
る
だ
ろ

う
。
認
知
症
の
発
症
予
防
な
ら
び
に
治
療
法
の
開
発

が
差
し
迫
っ
た
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。

　

介
護
保
険
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
、
16
年
経
過

す
る
。
寝
た
き
り
の
患

者
の
介
護
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

が
、
寝
た
き
り
予
防
に

主
眼
を
置
い
た
予
防
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
有
し
な
が
ら
も
２

足
歩
行
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
を
さ
ら
に

伸
ば
し
、
健
康
な
高
齢
者
を
作
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
健
康
な
高
齢
者
に
、ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ（
１

日
に
３
交
代
か
４
交
代
で
働
い
て
貰
う
、
つ
ま
り
日

中
の
２
時
間
か
３
時
間
仕
事
を
し
て
戴
く
職
務
分
割

シ
ス
テ
ム
）
で
、
今
後
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
労
働
不

足
を
補
い
、
可
能
な
範
囲
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で
社

会
貢
献
を
し
て
い
る
と
い
う
生
き
甲
斐
を
持
ち
、
年

金
不
足
の
手
当
と
な
り
、
体
力
維
持
も
図
る
こ
と
が

で
き
る
一
石
四
鳥
の
図
式
が
成
立
す
る
。
安
倍
総
理

で
は
な
い
が
、
ま
さ
に
一
億
総
活
躍
時
代
の
到
来
で

あ
る
。

　

死
亡
数
１
位
の
が
ん
治
療
も
臓
器
別
分
類
か
ら
遺

伝
子
異
常
別
分
類
に
大
き
く
変
化
し
、
薬
の
評
価
方

法
や
治
療
体
系
が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
肺
が
ん

患
者
に
対
し
て
遺
伝
子
検
査
を
実
施
し
た
場
合
、
薬

の
効
果
が
期
待
で
き
る
遺
伝
子
検
査
陽
性
の
患
者
の

み
に
投
与
す
る
イ
レ
ッ
サ
の
費
用
は
３
５
０
０
万
ユ

ー
ロ（
約
40
億
円
）で
薬
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
遺

伝
子
検
査
陰
性
の
患
者
へ
の
投
薬
費
用
約
６
７
０
０

万
ユ
ー
ロ
（
約
80
億
円
）の
無
駄
を
回
避
で
き
る
。
遺

伝
子
解
析
技
術
の
革
新
的
で
急
速
な
進
歩
に
よ
り
、

２
０
０
３
年
に
一
人
分
の
ゲ
ノ
ム
を
解
析
す
る
の
に

約
10
年
の
歳
月
と
１
０
０
０
億
円
も
の
費
用
が
か
か

っ
た
が
、
２
０
１
６
年
の
現
時
点
で
は
わ
ず
か
15
分

の
時
間
と
約
５
万
円
の
費
用
ま
で
時
間
と
経
費
が
圧

縮
さ
れ
て
い
る
。

　

７
５
０
億
円
と
も
言
わ
れ
る
残
薬
問
題
が
あ
る
。

多
臓
器
不
全
の
前
段
階
に
あ
る
高
齢
者
に
多
剤
療
法

は
百
害
あ
っ
て
一
益
な
し
で
あ
る
。
効
果
が
あ
る
人

に
の
み
、
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
投
与
す
る
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
治
療
が
今
後
深
化
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

技
術
革
新
で
大
幅
な
後
れ
を
取
っ
た
日
本
は
、
持

続
可
能
な
国
民
皆
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
効
果
の
な
い
薬
の
投
与
と
い
う
無
駄
を
廃
し
、

効
果
の
あ
る
薬
剤
を
効
果
が
発
揮
で
き
る
患
者
の
み

に
、
効
果
が
発
揮
で
き
る
時
期
に
投
与
す
る
個
別
化

医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

効
果
の
な
い
無
駄
な
投
薬
が
現
在
の
医
療
体
制
の
破

壊
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

高
効
率
の
個
別
化
医
療
シ
ス
テ
ム
と

　
　
職
務
分
轄
シ
ス
テ
ム
の
展
開

　
　
　
　
　
　
─
超
高
齢
社
会
を
乗
り
切
る
医
療
・

　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
体
制
の
構
築
の
た
め
の
処
方
箋
─
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